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2.氷の誘電率- curie-Weiss温度の計算-
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氷は特異な固体である｡

一気圧で安定な通常の水 (氷 Ih)は酸素原子の位置にっいては結晶であるが,∴陽子の位置

は乱れている｡

陽子の位置の乱れが一定の規則 (ice･rule) をみたす範囲で完全にランダムだとして計算した

残留エントロピーが実験ときわめてよく合 うことは1935年にPaulingによって指摘され,●教科

書にものっている有名な事実である｡

しかしながら,熱力学第三法則をみたすためには,本来は絶対零度では protonの秩序相が

実現するはずであり,純水では異常に長い緩和時間のために相転移の観測が妨げられているの

ー643-



東京大学理学系研究科物理学専門課程

だと考えられる｡

このことはすでにPaulingも考えていたが, 実際に相転移が実現されたのは半世紀後の

1982年に日本人グループの手によってであった｡ (*注)

修論の第-部では protonの秩序相の研究について,理論 ･実験の両面から,歴史的側面を

含めて詳しくReviewした｡

また,相転移点より高い温度でもゆらぎとしてのprotonの秩序が存在し, これは誘電率の

Curie則からのずれとして純水でも観測されるはずである｡

(Curie則 :C/T- Curie-Weiss則 :C/T-a)

修論の第二部ではこのずれβをNagleのWeakGraph展開の方法を用いて統計力学的に計

算し,従来の理論 (たとえば皆川 (1981)),実験 (河田(1978),Johari(1978))との比

較を行った｡

(なお Icelhの他に HCubiciceHIcelcに対しても計算を行った｡)

*)Tqjima,Matsuo,Suga,Nature299p･810

成功のカギはKOHでdopeすることにあった｡

15.MathematicalTheoryorLoopedDNA

HideoTSURU

Abstract

TopologyandenergeticsfortheloopedDNAarecombinedtoexplainthesupercoilingphenom-

ena.Forthepurpose,topologicalanddifferentialgeometricalfeaturesoftheDNAaresummarized,

andintroducingtheelasticmodeltheequilibriumshapesoftheloopedDNAareinvestigated.Asan

application,theconfigurationchangefrom circularform to8-shapedform isdisccused.
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